
第26号第26号
平成 22年 7月1日平成 22年 7月1日

第26号第26号
平成 22年 7月1日平成 22年 7月1日

第26号
平成 22年 7月1日

撮影：南部写真館　南部　栄 氏撮影：南部写真館　南部　栄 氏撮影：南部写真館　南部　栄 氏撮影：南部写真館　南部　栄 氏撮影：南部写真館　南部　栄 氏



第26号平成22年7月1日 越 中 一 宮

2

宮宮　
司    

藤
井
秀

藤
井
秀
弘

社
頭
講
話

社
頭
講
話

　

﹁
憂　

国
﹂

﹁
憂　

国
﹂

社
頭
講
話

　

﹁
憂　

国
﹂

宮　
司  

藤
井
秀
弘

　

今
年
の
四
月
、
十
二
年
間
に
亘
り

お
引
き
受
け
し
て
お
り
ま
し
た
富
山

県
神
社
庁
長
を
退
任
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
こ
の
間
、
た
く
さ
ん
の

皆
様
に
支
え
ら
れ
無
事
に
お
勤
め
で

き
ま
し
た
こ
と
は
何
よ
り
も
有
難
い

こ
と
で
し
た
。
心
か
ら
御
礼
申
し
上

げ
ま
す
。

　

神
社
庁
長
在
任
中
は
諸
会
合
出
席

の
た
め
に
県
内
外
へ
頻
繁
に
出
か
け

ま
し
た
。退
任
後
の
今
も
社
務
で
度
々

出
張
し
ま
す
が
、
心
寂
し
い
思
い
を

し
て
帰
宅
す
る
こ
と
が
度
々
あ
り
ま

し
た
。

　

そ
れ
は
電
車
や
バ
ス
に
乗
っ
た
と

き
、
街
中
を
歩
い
て
い
る
と
き
な
ど

に
、
年
齢
性
別
関
係
な
く
自
分
勝
手

な
振
る
舞
い
を
す
る
人
を
多
く
見
か

け
た
か
ら
で
す
。「
自
分
が
得
を
す
れ

ば
そ
れ
で
良
い
」「
他
人
の
こ
と
は
ど

う
な
ろ
う
と
自
分
に
は
関
係
な
い
」

と
い
う
日
本
人
が
多
く
な
っ
て
き
て

い
る
こ
と
を
実
感
し
ま
し
た
。
し
か

し
、
こ
れ
が
今
の
日
本
社
会
の
現
状

な
の
で
し
ょ
う
。

　

公
衆
の
場
で
は
自
分
の
こ
と
よ
り

も
他
人
の
こ
と
を
尊
重
す
る
べ
き
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
電
車
や
バ
ス

に
乗
っ
て
い
る
大
勢
の
人
た
ち
が
気

持
ち
よ
く
過
ご
せ
る
よ
う
に
、
道
を

歩
い
て
い
る
人
た
ち
が
ス
ム
ー
ズ
に

通
行
で
き
る
よ
う
に
配
慮
す
る
と
い

っ
た
、
他
人
を
思
い
や
る
心
が
薄
ら

い
で
き
て
お
り
、
思
慮
や
同
情
や
謙

譲
と
い
う
日
本
人
が
昔
か
ら
持
っ
て

い
た
美
徳
が
消
え
去
ろ
う
と
し
て
い

る
の
で
は
な
い
か
と
感
じ
ま
す
。

　
「
他
人
に
迷
惑
を
か
け
な
け
れ
ば
何

を
し
て
も
良
い
じ
ゃ
な
い
か
」
と
考

え
る
方
も
お
ら
れ
る
と
思
い
ま
す
が
、

こ
の
「
迷
惑
」
と
い
う
言
葉
を
ど
の

よ
う
に
解
釈
す
る
か
と
て
も
重
要
で

す
。
迷
惑
の
基
準
は
、
大
ま
か
な
部

分
で
は
一
致
し
て
い
て
も
細
か
い
部

分
で
は
人
そ
れ
ぞ
れ
で
し
ょ
う
。
自

分
自
身
が
迷
惑
と
感
じ
な
け
れ
ば
、

大
勢
の
人
が
迷
惑
と
感
じ
て
い
て
も

そ
の
言
動
は
改
ま
ら
な
い
で
し
ょ
う
。

　

世
間
一
般
の
常
識
や
生
活
規
範
は

小
さ
い
頃
か
ら
教
え
な
い
と
身
に
つ

き
ま
せ
ん
。「
世
の
中
で
一
番
大
切
な

も
の
は
何
か
」「
人
と
し
て
守
ら
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
も
の
は
何
か
」
と
い

う
こ
と
を
第
一
に
教
え
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。
最
近
の
大
人
は
こ
れ
を
き

ち
ん
と
子
供
た
ち
に
諭
し
て
い
る
の

か
と
て
も
心
配
で
す
。

　

教
育
評
論
家
の
中
に
子
供
の
「
人

格
尊
重
」
や
「
人
間
性
の
重
視
」
を

声
高
に
言
わ
れ
る
方
が
お
ら
れ
ま
す

が
、
そ
の
主
張
は
「
人
格
尊
重
」「
人

間
性
重
視
」
と
い
う
の
は
何
も
の
に

も
束
縛
さ
れ
ず
「
自
由
奔
放
」
に
生

き
る
こ
と
で
あ
る
と
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
「
自
由
」
と
か
「
個
人
」
と

い
う
意
味
を
取
り
違
え
て
い
る
と
思

い
ま
す
。

　

一
人
の
人
間
が
有
す
る
責
任
、
他

人
へ
の
思
い
や
り
、
社
会
に
お
け
る

協
調
性
と
い
う
生
活
し
て
い
く
上
で

必
要
な
事
柄
を
大
切
に
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
人
格
が
尊
重
さ
れ
、
人
間
性

が
重
視
さ
れ
る
の
で
あ
ろ
う
と
思
い

ま
す
。

　

過
日
、
テ
レ
ビ
の
街
頭
イ
ン
タ
ビ

ュ
ー
で
「
有
事
の
際
、
あ
な
た
は
国

に
殉
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
か
」
と

い
う
質
問
を
一
青
年
に
し
た
の
に
対

し
て
、
そ
の
青
年
は
「
今
の
日
本
の

よ
う
な
腐
っ
た
国
は
滅
亡
し
た
ほ
う

が
良
い
、
国
に
殉
じ
る
な
ん
て
と
ん

で
も
な
い
」
と
回
答
し
て
い
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
考
え
方
を
持
っ
た
若
者

た
ち
に
日
本
の
将
来
を
託
し
て
よ
い

の
か
心
配
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
質

問
も
答
え
も
偏
っ
た
内
容
だ
っ
た
よ

う
に
思
え
ま
し
た
が
、
や
は
り
、
自

由
奔
放
や
利
己
主
義
的
な
考
え
方
が

根
底
に
あ
る
よ
う
に
感
じ
ま
し
た
。

自
分
の
住
む
国
、
自
分
の
生
活
す
る

社
会
を
も
っ
と
大
切
に
す
る
気
持
ち

を
一
人
で
も
多
く
の
人
た
ち
に
も
っ

て
ほ
し
い
と
思
う
の
で
す
。

　

自
己
中
心
的
な
人
間
が
増
え
た
結

果
、
自
分
に
不
都
合
な
も
の
を
全
て

抹
殺
し
て
、
都
合
良
く
つ
く
り
直
す

と
い
う
こ
と
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

テ
レ
ビ
や
新
聞
を
見
て
い
る
と
、
政

治
家
が
法
律
を
自
分
ら
の
都
合
の
良

い
よ
う
に
変
え
る
、
マ
ス
コ
ミ
が
事

の
真
実
を
歪
め
て
放
送
す
る
な
ど
と

い
う
こ
と
は
、
今
や
日
常
茶
飯
事
で

す
。
国
民
を
欺
く
よ
う
な
こ
と
を
し

な
い
で
も
ら
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

子
供
は
次
代
を
担
う
国
の
宝
で
あ

り
、
日
本
の
将
来
を
背
負
っ
て
た
つ

希
望
の
星
で
す
。
日
本
が
繁
栄
す
る

か
衰
退
す
る
か
は
、
こ
れ
か
ら
の
子

供
た
ち
へ
の
教
育
に
か
か
っ
て
い
ま

す
。
安
倍
内
閣
の
時
に
、
国
の
学
習

指
導
要
領
が
改
定
さ
れ
、
道
徳
教
育

に
重
点
が
お
か
れ
ま
し
た
。
し
か
し
、

政
権
が
変
わ
っ
た
途
端
に
逆
戻
り
し

ま
し
た
。
子
供
の
心
は
純
真
で
す
。

小
さ
い
と
き
か
ら
生
活
規
範
（
道
徳
）

を
教
え
る
こ
と
は
重
要
な
こ
と
で
す
。

社
会
を
正
し
く
見
る
目
を
養
い
、
能

力
を
育
て
る
こ
と
は
、
子
供
た
ち
を

幸
せ
に
す
る
こ
と
で
あ
り
、
社
会
を

発
展
さ
せ
、
国
を
栄
え
さ
せ
て
い
く

こ
と
に
つ
な
が
る
と
信
じ
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
に
は
、
親
が
し
っ
か
り
し

な
く
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

　

私
の
父
が
亡
く
な
っ
て
九
年
に
な

り
ま
す
が
、
死
ぬ
間
際
ま
で
、
事
あ

る
ご
と
に
教
え
ら
れ
ま
し
た
。「
自
分

の
住
む
社
会
を
ど
の
よ
う
に
す
べ
き

か
を
考
え
る
た
め
の
良
き
指
導
者
が

神
職
で
あ
り
、
宗
教
家
で
あ
る
」
と

常
々
語
っ
て
い
ま
し
た
。

　

今
の
自
分
が
あ
る
の
は
父
の
お
か

げ
。
人
生
の
師
で
あ
る
父
に
日
々
感

謝
し
て
暮
ら
し
て
い
ま
す
。

　

将
来
、
子
供
に
感
謝
さ
れ
る
親
に

な
れ
る
よ
う
努
力
を
重
ね
た
い
と
思

い
ま
す
し
、
世
の
親
の
皆
さ
ん
に
努

力
し
て
ほ
し
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。
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開
山
祭・例
祭

祈
年
穀
祭

御
神
山
「
牛
岳
」の
こ
と

祭　

事　

暦

　

四
月
八
日
、
高
瀬
地
区
老
人
ク
ラ

ブ
連
合
会
（
川
田
義
治
会
長
）
会
員

約
七
十
名
の
参
列
に
よ
り
「
金
婚
祭
」

が
斎
行
さ
れ
ま
し
た
。

　

宮
司
の
祝
詞
奏
上
後
、
当
神
社
で

初
め
て
神
楽
舞
「
胡
蝶
の
舞
」
が
奉

奏
さ
れ
ま
し
た
。
金
婚
を
迎
え
ら
れ

た
ご
夫
婦
に
は
、
金
婚
祝
証
と
記
念

杯
が
川
田
会
長
よ
り
贈
呈
さ
れ
ま
し

た
。
ま
た
、
祭
典
に
先
立
ち
恒
例
の

清
掃
奉
仕
も
行
わ
れ
ま
し
た
。
祭
儀

後
は
、
宮
司
に
よ
る
講
演
会
が
参
集

殿
に
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

六
月
十
日
午

前
十
時
よ
り
、

「
祈
年
穀
祭
」

が
斎
行
さ
れ
ま

し
た
。

　

宮
司
の
祝
詞

奏
上
に
つ
づ

き
、
砺
波
地
区

農
業
協
同
組
合

協
議
会
か
ら
幣
帛
が
供
え
ら
れ
、
参

向
使
の
斉
田
一
除
福
光
農
業
協
同
組

合
代
表
理
事
組
合
長
に
よ
り
祭
文
が

奏
上
さ
れ
ま
し
た
。

　

本
殿
で
の
祭
典
に
つ
づ
き
、
御
神

前
で
点
火
さ
れ
た
忌
火
が
宮
司
か
ら

参
向
使
に
手
渡
さ
れ
、
境
内
大
鳥
居

前
に
備
え
ら

れ
た
か
が
り

火
に
点
火
さ

れ
ま
し
た
。

参
列
者
一
同

は
害
虫
の
災

い
無
く
豊
作

に
な
る
よ
う

祈
念
し
ま
し

た
。

　

ま
た
、
多
年
に
わ
た
り
農
業
の
発

展
に
寄
与
さ
れ
た
四
氏
に
「
根
尾
宗

四
郎
氏
・
上
田
又
一
氏
遺
徳
顕
彰
事

業
」
に
よ
り
農
事
功
労
表
彰
が
送
ら

れ
ま
し
た
。

（
農
事
功
労
表
彰
）

前
な
ん
と
農
業
協
同
組
合
代
表
理
事
組
合
長

　

永
井　

正
夫
氏
（
南
砺
市
蓑
谷
）

前
い
な
ば
農
業
協
同
組
合
代
表
理
事
組
合
長

　

成
田　

戰
一
氏
（
高
岡
市
福
岡
町
矢
部
）

　

谷
口　
　

旭
氏
（
小
矢
部
市
西
福
町
）

　

源
元　

光
夫
氏
（
南
砺
市
金
戸
）

　

去
る
六
月
六
日
、
御
神
山
の
「
牛

岳
（
標
高
九
八
七
㍍
）
」
の
開
山

祭
・
例
祭
が
斎
行
さ
れ
、
権
宮
司
と

巫
女
が
奉
仕
し
ま
し
た
。

　

祭
典
に
は
、
関
係
者
約
三
十
名
の

ほ
か
、
富
山
市
側
と
砺
波
市
側
の
二

つ
の
登
山
口
よ
り
約
六
〇
名
の
登
山

者
が
入
山
し
、
今
年
の
登
山
の
安
全

を
祈
り
ま
し
た
。

　

当
日
は
好
天
に
も
恵
ま
れ
、
参
列

者
に
は
「
赤
飯
」
や
「
山
菜
お
こ

わ
」
な
ど
が
振
る
舞
わ
れ
、
初
夏
の

楽
し
い
一
時
を
過
ご
し
ま
し
た
。

金
婚
祭

（金婚者）
傍田              文二・恵美子ご夫妻
　　　　  　（南砺市高瀬）
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髙
瀨
神
社
で
は
毎
年
、「
祈
年

穀
祭
（
き
ね
ん
こ
く
さ
い
）」
と
い

う
特
殊
神
事
が
斎
行
さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
祈
年
穀
祭
と
は
、
例
祭

（
れ
い
さ
い
）・
祈
年
祭
（
き
ね
ん

さ
い
）・
新
嘗
祭
（
に
い
な
め
さ

い
）
の
三
大
祭
に
並
ぶ
稲
作
・
農

業
に
関
わ
る
重
要
な
祭
礼
で
、
氏

子
崇
敬
者
を
は
じ
め
農
業
協
同
組

合
、
関
係
者
多
数
参
列
の
も
と
盛

大
に
行
わ
れ
ま
す
。

　

由
来
は
た
い
へ
ん
古
く
、
天
武

天
皇
九
年
四
月
、
イ
ナ
ゴ
に
よ
る

農
作
物
へ
の
災
い
を
防
ぐ
た
め
、

勅
使
（
天
皇
の
意
思
を
伝
達
す
る

た
め
に
派
遣
さ
れ
る
特
使
）
を
遣

わ
し
て
、
豊
作
を
祈
ら
れ
た
こ
と

に
始
ま
り
ま
す
。
以
来
、
連
綿
と

受
け
継
が
れ
、
近
年
で
は
六
月
十

日
午
前
十
時
か
ら
祭
儀
が
斎
行
さ

れ
、
御
神
前
で
火
打
石
と
鉄
片
を

用
い
て
採
火
し
、
か
が
り
火
に
点

火
。
翌
十
一
日
に
は
御
神
火
と
伴

に
神
輿
が
砺
波
平
野
を
巡
行
し
、

な
ん
と
、
福
光
、
い
な
ば
、
と
な

み
野
各
農
業
協
同
組
合
前
で
お
祭

を
行
い
、
そ
の
年
の
豊
作
と
農
業

関
係
者
の
健
康
無
事
を
祈
願
し
て

お
り
ま
す
。

　

神
輿
が
巡
行
す
る
以
前
は
、
氏

子
崇
敬
者
が
御
神
火
を
火
縄
に
点

け
家
に
持
ち
帰
り
、
そ
の
火
を
誘

蛾
燈
（
ゆ
う
が
と
う
）
に
す
る
風

習
が
あ
り
ま
し
た
。

こ
の
い
わ
ゆ
る
火
縄

授
神
事
は
明
治
十
九

年
、
相
馬
砺
波
郡
長

が
当
時
、
虫
害
に
よ

り
起
こ
っ
た
稲
作
の

大
害
を
憂
い
、
災
除

祈
願
の
燈
明
と
し
て

各
農
家
へ
神
様
の
火

を
分
与
し
た
こ
と
が

起
こ
り
で
す
。
昭
和

五
年
の
祭
典
記
録
に

は
、「
滿
郡
霽
夜
（
せ

い
や
）
星
の
如
く
閃
々
煌
々
（
せ

ん
せ
ん
こ
う
こ
う
）
此
神
威
を
輝

し
信
念
祈
願
せ
し
め
ん
と
祭
典
を

行
い
云
々
」
と
あ
り
、
ま
た
昭
和

七
年
に
は
、
観
学
院
や
近
隣
の
田

圃
で
数
回
、
害
虫
駆
除
祈
願
祭
を

行
っ
て
お
り
、
当
時
の
農
業
に
携

わ
る
人
々
に
と
っ
て
、
い
か
に
重

要
な
祭
り
で
あ
っ
た
か
推
察
さ
れ

ま
す
。

シ
リ
ー
ズ

⑤

「
火
縄
授
神
事
の
こ
と
」

献
花
式

　

六
月
十
九
・
二
十
日
の
両
日
に

か
け
高
瀬
遺
跡
保
存
協
会
（
竹
村

武
夫
会
長
）
主
催
の
「
第
三
十
六

回
菖
蒲
ま
つ
り
」
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
こ
れ
に
先
立
ち
拝
殿
に
お

い
て
「
献
花
式
」
が
斎
行
さ
れ
、

関
係
者
が
参
列
し
「
花
菖
蒲
」
が

御
神
前
に
供
え
ら
れ
ま
し
た
。

　

祭
典
後
、
表
参
道
よ
り
高
瀬
遺

跡
ま
で
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
パ
レ
ー
ド

が
行
わ
れ
、
メ
イ
ン
会
場
で
は
、

吟
詠
大
会
や
氏
子
の
雅
楽
会
「
鳳

鳴
ク
ラ
ブ
」
の
演
奏
、
各
種
団
体

の
清
興
が
祭
り
を
盛
り
上
げ
ま
し

た
。
ま
た
、「
菖
蒲
の
育
て
方
講

習
会
」
な
ど
多
彩
な
催
し
も
の
に

よ
り
、
両
日
大
勢
の
人
出
で
賑
わ

い
ま
し
た
。

昭和16年の祈年穀祭

神火傳送五穀豊穣祈願祭
（昭和36年・県信連屋上）

ひ
な
わ
さ
ず
け
し
ん
じ
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参
拝
日
誌
抄

参
拝
日
誌
抄

参
拝
日
誌
抄

（
平
成
二
十
二
年
三
月
〜
五
月
・
敬
称
略
）

「
三
月
」

十
三
日

　

立
正
佼
成
会
（
清
掃
奉
仕
）

二
十
日

　

白
山
比
咩
神
社
青
雲
寮
Ｏ
Ｂ
会

二
十
五
日

　

富
山
県
西
部
森
林
組
合　

六
十
名

 

（
安
全
祈
願
）

二
十
六
日

　

献
穀
田
種
籾
清
祓
式

　

㈱
キ
タ
ニ
（
新
入
社
員
奉
告
）

二
十
七
日

　

津
守
神
社
（
大
阪
市
）

　
　

宮
司　

今
江
隆
道

二
十
八
日

　

春
日
丘
八
幡
宮
総
代
会
（
茨
木
市
）

　
　

宮
司　

三
輪
紀
雄

 

以
下
三
十
四
名

「
四
月
」

六
日

　

南
砺
市
交
通
安
全
協
会

 

（
春
の
交
通
安
全
祈
願
祭
）

　

富
山
県
西
部
森
林
組
合
利
賀
支
所

 

六
十
名
（
安
全
祈
願
）

　

南
砺
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

 

（
安
全
祈
願
）

八
日

　

氏
子
清
掃
奉
仕
（
村
総
出
）

　

高
瀬
地
区
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

 

（
金
婚
奉
告
祭
）
（
清
掃
奉
仕
）

十
三
日

　

立
正
佼
成
会
（
清
掃
奉
仕
）

十
六
日

　

読
売
お
茶
の
会

 

（
席
主　

橋
爪
孝
仙
社
中
）

　
二
十
六
日

　

神
社
庁
砺
波
支
部
例
会

二
十
七
日

　

パ
ル
ス
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
㈱

 

（
創
立
記
念
日
）

「
五
月
」

二
日

　

白
山
比
咩
神
社　

宮
司
村
山
和
臣

 

（
宮
司
就
任
奉
告
参
拝
）

三
日

　

菊
桜
庵 

大
野
嘉
胤 
以
下
十
六
名

五
日

　

埼
玉
県
神
社
庁
大
里
支
部

　
　

第
二
区
総
代
会
（
第
一
班
）

 

二
十
四
名 （写真提供 読売新聞北陸支社）

献
穀
田
だ
よ
り

　

去
る
五
月
二
十
二
日
、
井
波
地

域
中
核
農
業
士
協
議
会
（
松
井
俊

明
会
長
）
に
よ
る
「
御
田
植
祭
」
が
、

南
砺
市
坪
野
の
水
野
敬
一
氏
（
本

年
奉
耕
者
）
の
水
田
で
斎
行
さ
れ

ま
し
た
。

　

祭
事
で
は
宮
司
の
祝
詞
奏
上
に

つ
づ
き
神
田
が
祓
い
清
め
ら
れ
、

五
名
の
早
乙
女
に
よ
り
「
コ
シ
ヒ

カ
リ
」
の
苗
が
丁
寧
に
植
え
ら
れ

ま
し
た
。

　

九
月
中
旬
の
「
抜
穂
祭
」
で
刈

り
取
ら
れ
る
稲
は
御
神
前
に
お
供

え
さ
れ
る
ほ
か
、
伊
勢
の
神
宮
に

「
懸
税
」
と
し
て
、
明
治
神
宮
に
は

「
初
穂
米
」
と
し
て
奉
献
さ
れ
ま
す
。

水
野　

千
春
さ
ん（
高
校
三
年
）

西
村　

友
美
さ
ん（
高
校
三
年
）

水
上
恵
里
香
さ
ん（
高
校
三
年
）

板
橋
ひ
か
り
さ
ん（
高
校
一
年
）

筏　
　

智
美
さ
ん（
中
学
一
年
）

「
御
田
植
祭
」
斎
行

「
御
田
植
祭
」
斎
行

「
御
田
植
祭
」
斎
行本

年
早
乙
女
奉
仕
者
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納

奉　

納

奉　

納

奉　

納

奉　

納
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十
日

　

普
明
会
教
団
高
岡
支
部

十
三
日

　

埼
玉
県
神
社
庁
大
里
支
部

　

第
二
区
総
代
会
（
第
二
班
）

 

二
十
四
名

　

立
正
佼
成
会
（
清
掃
奉
仕
）

十
七
日

　

庄
川
Ｓ
Ｃ
安
全
協
議
会

 

三
十
六
名

十
八
日

　

滋
賀
県
神
社
庁
蒲
生
支
部
西
部

 

一
七
九
名

十
九
日

　

神
社
庁
砺
波
支
部
祭
式
研
修
会

二
十
三
日

　

愛
知
県
・
一
宮
北
部
十
一
社
会

 

　

四
十
七
名

 

団
体
参
拝
の
ご
案
内

　

事
業
所
の
安
全
祈
願
・
創
立
記
念

日
等
の
各
種
祈
願
を
随
時
受
け
付
け

て
お
り
ま
す
。

　

社
務
所
ま
で
お
申
し
込
み
下
さ
い
。

（
初
穂
料
）

　

一
〇
、
〇
〇
〇
円
〜

昨
年
十
二
月
か
ら
本
年
五
月
ま

で
御
婚
礼
の
御
儀
を
執
り
行
わ

れ
た
皆
様
で
す
。

 

 

（
挙
式
日
、
時
間
順
）

（
十
二
月
）

十
二
日 

谷
中　

孝
治
様

 

芳
恵
様

 

小
竹
亜
紀
雄
様

 

佳
子
様

 

伊
藤　

太
康
様

 

あ
ゆ
み
様

十
九
日 

高
橋　

佳
孝
様

 

優
子
様

（
一
月
）

二
十
三
日 

川
田　

康
弘
様

 

雅
代
様

（
二
月
）

七
日 

谷
道　

康
宏
様

 

明
日
香
様

十
八
日 

亀
村　

尚
史
様

 

美
樹
様

（
三
月
）

六
日 
杉
谷　

智
人
様

 
佳
世
子
様

 

水
上　

昌
彦
様

 
智
子
様

十
四
日 

掛
田　

栄
嗣
様

 

香
奈
様

 

森　
　

雅
豊
様

 

亜
希
子
様

 

金
道　

暁
人
様

 

理
恵
様

二
十
日 

河
原　

剛
司
様

 

優
子
様

 

コ
ウ
イ
ア
ン
ド
リ
ュー
ピ
ー
タ
ー
様

 

亜
由
美
様

二
十
一
日 

松
浦　

耕
平
様

 

真
貴
様

 

村
中　
　

厚
様

 

香
織
様

 

山
本　

佑
輔
様

 

真
実
様

二
十
五
日 

恩
田　

昌
彦
様

 

真
理
子
様

二
十
七
日 

桃
井　

壮
治
様

 

里
織
様

二
十
八
日 

温
井　

貴
志
様

 

和
海
様

（
四
月
）

三
日 

川
合　

史
晃
様

 

愛
子
様

十
八
日 

川
田　

崇
博
様

 

美
樹
様

（
五
月
）

一
日 

山
本　
　

敦
様

 

陽
子
様

二
日 

東　
　

優
樹
様

 

由
美
子
様

四
日 

齋
藤　

洋
平
様

 

愛
佳
様

二
十
九
日 

稲
田　

雅
文
様

 

由
紀
子
様

 

西
島　

宏
幸
様

 

あ
ゆ
み
様

ご
新
郎
ご
新
婦
の
末
永
い
ご
多

幸
と
ご
両
家
益
々
の
ご
繁
栄
を

お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

○
境
内
参
道
玉
砂
利
整
備

　

砺
波
市
庄
川
町

　

㈱
川
上
建
拓

　
　
　

代
表　

川
上
光
泉 

殿

　

平
成
二
十
二
年
五
月
十
七
日

○
額
「
福
籠
」

　

（
木
ょ
う
花 

み
こ 

画
）

　

京
都
市
伏
見
区

　

菊
桜
庵

　
　
　

代
表　

大
野
嘉
胤 

殿

　

平
成
二
十
二
年
五
月
三
日

○
拝
殿
「
大
提
灯
」

　

高
岡
市
野
村

　

齊
藤
外
科
小
児
科
ク
リ
ニ
ッ
ク

　
　
　

院
長　

齊
藤
大
直 

殿

　

平
成
二
十
二
年
六
月
二
十
日



　

八
月
七
日
（
土
）

　

午
後
三
時
よ
り
斎
行　

　
　

短
冊
配
布
期
間
七
月
十
七
日
よ
り

　

短
冊
は
外
拝
殿
に
設
置
致
し
ま
す
。

　

ど
う
ぞ
ご
家
族
お
揃
い
で
ご
参
拝

下
さ
い
。

　

九
月
十
三
日
（
月
）

　

午
前
十
時
よ
り
斎
行　

　

御
本
社
に
つ
づ
き
功
霊
殿
大
祭
を

斎
行
い
た
し
ま
す
。

　

皆
様
お
そ
ろ
い
で
ご
参
拝
下
さ
い
。

　

九
月
十
九
日
（
日
）

午
前
九
時
よ
り　

　

奉
告
祭
の
の
ち
、
境
内
全
庭
に
て
、

砺
波
地
区
内
の
小
中
学
生
・
高
校
生

7

剣
士
の
熱
戦
が
展
開
さ
れ
ま
す
。

　

応
援
を
お
願

い
し
ま
す
。

　

九
月
二
十
二
日
（
水
）

　

午
後
六
時
四
十
五
分
よ
り　

　

お
団
子
を
食
べ
な
が
ら
雅
楽
を
聞

い
て
、秋
の
夜
長
を
過
ご
し
ま
し
ょ
う
。

　

詳
細
は
社
務
所
ま
で
お
た
ず
ね
下

さ
い
。

　

十
月
二
十
四
日
（
日
）

午
前
十
一
時
斎
行　

（
お
茶
席
・
二
席
）

　

午
前
八
時
三
十
分
〜
午
後
三
時

（
ご
奉
仕
）

　

表
千
家
流　

橋
爪
孝
仙
社
中

（
茶
券
）

　

一
枚
三
千
円
（
短
冊
・
点
心
付
）

　

本
年
は
次
の
通
り
で
す

○
七
歳
（
女
子
）

　
　

平
成
十
六
年
生

○
五
歳
（
男
子
）

　
　

平
成
十
八
年
生

○
三
歳
（
男
・
女
）

　
　

平
成
二
十
年
生

　

十
五
歳
（
平
成
八
年
生
）

　

十
三
歳
（
平
成
十
年
生
）

ご
案
内

【
表
紙
写
真
】

　

夏
空
に
そ
び
え
る
大
杉

　
（
本
殿
脇
の

　
　
　

樹
齢
五
〇
〇
年
の
御
神
木
）

編
集
後
記

　

春
先
の
低
温
に
よ
り
農
作
物
の
生

育
が
心
配
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
は
あ
り

ま
し
た
が
、
例
年
よ
り
一
週
間
程
遅

れ
、
本
年
も
境
内
を
流
れ
ま
す
宮
川

に
多
く
の
蛍
が
飛
び
交
い
、
参
拝
者

の
皆
様
に
も
お
喜
び
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　

梅
雨
の
時
期
に
入
り
ま
し
た
が
、

氏
子
・
崇
敬
者
の
皆
様
に
は
、
ご
自

愛
を
い
た
だ
き
、
清
々
し
く
お
過
ご

し
下
さ
い
ま
す
よ
う
、
お
祈
り
申
し

上
げ
ま
す
。

七
夕
祭

七
夕
祭

七
夕
祭

七
夕
祭

七
夕
祭

例　

祭

例　

祭

例　

祭

例　

祭

例　

祭

観
月
祭

観
月
祭

観
月
祭

観
月
祭

観
月
祭

第
三
十
七
回

第
三
十
七
回 

献
茶
式

献
茶
式

第
三
十
七
回

第
三
十
七
回 

献
茶
式

献
茶
式

第
三
十
七
回 

献
茶
式

七
五
三
詣

七
五
三
詣

七
五
三
詣

七
五
三
詣

七
五
三
詣

　

家
内
安
全
・
交
通
安
全
・
初
宮
詣
・

厄
除
・
人
生
儀
礼
な
ど
「
御
祈
祷
」

は
毎
日
午
前
八
時
三
十
分
よ
り
午
後

四
時
三
十
分
ま
で
随
時
受
け
付
け
て

お
り
ま
す
。

　

祭
典
・
結
婚
式
等
で
御
奉
仕
で
き

な
い
時
間
帯
も
あ
り
ま
す
の
で
、
事

前
に
社
務
所
ま
で
お
た
ず
ね
下
さ

い
。 御

祈
祷

御
祈
祷

御
祈
祷

御
祈
祷

御
祈
祷

元
服
祝
（
男
子
）

元
服
祝
（
男
子
）

元
服
祝
（
男
子
）

元
服
祝
（
男
子
）

元
服
祝
（
男
子
）

髪
上
祝
（
女
子
）

髪
上
祝
（
女
子
）

髪
上
祝
（
女
子
）

髪
上
祝
（
女
子
）

髪
上
祝
（
女
子
）

第
四
十
八
回

第
四
十
八
回 

奉
納
剣
道
大
会

奉
納
剣
道
大
会

第
四
十
八
回

第
四
十
八
回 

奉
納
剣
道
大
会

奉
納
剣
道
大
会

第
四
十
八
回 

奉
納
剣
道
大
会

腹
帯
の
お
祓
い
を
行
い
ま
す
の
で

ご
持
参
下
さ
い
。

戌
の
日（
安
産
祈
願
）

戌
の
日（
安
産
祈
願
）

い
ぬ

（
七
月
）　

十
一
日
（
日
）

二
十
三
日
（
金
）

（
八
月
）　四日

（
水
）

　

十
六
日
（
月
）

二
十
八
日
（
土
）

（
九
月
）　九日

（
木
）

二
十
一
日
（
火
）

（
十
月
）　三日

（
日
）

十
五
日
（
金
）

二
十
七
日
（
水
）

（
十
一
月
）

八
日
（
月
）

二
十
日
（
土
）

二
十
五
日
（
水
）

（
十
二
月
）

二
日
（
木
）

十
四
日
（
火
）

げ
ん
ぷ
く
い
わ
い

か
み
あ
げ
い
わ
い
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発
行
日　

平
成
二
十
二
年
七
月
一
日　
　

発
行
所　
越
中
一
宮　
髙
瀨
神
社
社
務
所

編
集
人　

浦　

泰　

宏　
　

印
刷
所　

牧
印
刷
株
式
会
社

〒
九
三
二｜

〇
二
五
二

富
山
県
南
砺
市
高
瀬
二
九
一

Ｔ
Ｅ
Ｌ（
〇
七
六
三
）八
二｜

〇
九
三
二

Ｆ
Ａ
Ｘ（
〇
七
六
三
）八
二｜

三
二
〇
四

9月8月

プリンセスフェア
10時～17時
模擬結婚式 14時

ブライダルフェア
10時～17時

和装体験 模擬結婚式14時

プチフェア
10時～16時

特別ご招待会
10時～17時

絆結フェア
10時～16時

 S M T W T F S
 1 2 3 4 5 6 7
 8 9 10 11 12 13 14
 15 16 17 18 19 20 21
 22 23 24 25 26 27 28
 29 30 31 

7月
 S M T W T F S
     1 2 3
 4 5 6 7 8 9 10
 11 12 13 14 15 16 17
 18 19 20 21 22 23 24
 25 26 27 28 29 30 31

 S M T W T F S
    1 2 3 4
 5 6 7 8 9 10 11
 12 13 14 15 16 17 18
 19 20 21 22 23 24 25
 26 27 28 29 30 31

　一の宮フェア
13時・14時・15時

要予約要予約 きずなむすび

10時～17時和装体験
模擬結婚式14時～

10時～17時模擬結婚式14時～

7/10㈯・11㈰
プリンセスフェア
7/10㈯・11㈰
プリンセスフェア

8/22㈰
ブライダルフェア
8/22㈰
ブライダルフェア

要 予 約

専属美容スタッフが、
貴女をプリンセスに
変身させちゃいます！
プロカメラマンによる
フォトサービス

プリンセス体験
10時・12時・15時

～無料～




